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大村はまによる国語科単元学習の実践

西岡加名

※本稿は、 Kanae Nishioka，“豆amaOmura’s Unit learning 

practice for Japanese classes” in Yoko Yamasaki and 

Hiro戸.tlci Kuno eds., Educational Progressivism, Cultw・·al

Encounters and Rそform in Japαn, Routledge
ラ 2017,

pp.139-153 の和訳である。 本文中に 「本書j とあるの

は、 この著書を指す。

はむめに

1945年、 第2次世界大戦に敗れた日本は、 民主主義

臣家への改革が進められることとなった。 連合国軍最

(G豆Q） による教育改革の一環とし

て導入されたのが、 米国にならった6 ・ 3 ・ 3棋で、あっ

た。 単線型の学校制度は、 新しい社会を按う子どもた

ちに平等な教育機会を提供するものとして期待された

のである。 大村はまは、 戦後日本に設立された新制中

学校（共学、 12歳から15歳） において、 独自の単元

を構想、し実銭した国語科教師である。 大村の力量

や業績が認められていたことは、 文部省の

要領j作成の委員会に入ったことにも示されている0

1961年には東京都教育功労賞、1963年には工広島大学の

ベスタロッチ一貫を受賞した。 大村はまの実践や方法

は、 今なお日本の多くの教師にとって指針となってい

るものである（Cf. 樋口、 2005；播本、 200針。

大村はまは、 1980年に74歳で引退し、 約l世紀を

生きて、 2005年4月17 日に98歳で亡くなった。 退職

後も活動を続けたことにより、 豊かな自依、 オーラノレ・

ヒストリー、 大村の影響を吟味し称えたテレビ番組が

残されている。 そのように豊かな資料に基きつつ、 本

章では、 大村の進歩主義的な教育方法の特徴と影響に

ついて検討する。 しかしながら、 まずは、 どのような

時代背景のもとで、実践を行ったのかという観点から、

大村はまの方法についての理解を深めたい。 自信やオ
ーラノレ ・ ヒストリーは詳細かっ極めて重要なものであ

るものの、 客観性を欠き、 信頼できない 「自己中心的

なものj だという批判もありうるだろう。 しかし、 大

村に関しては、 「本人の記録jとともに、

録や指導の動画記録が残されており、 教室での実際の

授業の歴史的資料が非常にバランス良く残されている。

専門性の形成と実賎の誕生

［本稿冒頭の注記参照〕では、

を祖った傑出した女性の教育者を二人、 扱っている。

本章で扱う大村はまは、 そのうちの二人目である。 暁

治時代後期の 1906 年に生まれた大村は、 羽仁もと子

（第5 章参照） よりも一世代若い。 したがって、

において女性が穣極的な役割を果たしうることを大村

に示した先駆者として、 羽仁を位置づけることも可能

であろう。 実際、 大村の母は、 羽仁もと子が創刊した

雑誌f婦人之友』の愛読者で、あった（大村、2005:15）。

羽仁と大村との問には意義深い共通点と相違点がある。

需者はともにクリスチャンであるが、 羽仁は学友の影

ら入信したのに対し、 大村の場合は両親がクリス

チャンであり、 父は当時、 ミッション ・ スクールであ

る共立女学校の教頭で、あった（同上）。 大村は多数の教

と2冊の自伝（大村、 1998 · 大村、 2005） を執筆

した。 自伝のうちの1冊は大村の90歳代に出版され、

もう1冊は大村の死後に刊行された。21世紀に入って

から、 99歳 1 の誕生自を祝う記念文集も刊行されてい

る（大村はま白寿記念委員会、 2004）。

1913 年、 大村はまは横浜市立元街小学校に入学。

1919年に共立女学校に入学したが、上級学校受験資務

が得られるよう翌年詞じくミッション ・ スクールの捜

真女学校に転校した。 当時の日本では女子が女学校を

出ることさえ珍しかったが、 大村はまの親は娘に進学

をさせようとしたことがわかる。 捜真女学校では、 国

語教育学者である塩内松三や緩方の実践で著名な芦田



恵之助に師事する川島治子の指導を受けた。 大村は川

島から芦田恵之助の『綴り方十二ヶ月J（育英書段、

1917-19年） を借り、味わいながら書き写したという。

またこのころ、 子ども向けの先駆的な雑誌『赤い烏』

（第4章参照） を関書室でよく読みふけったと回想し

ている（大村、 2005: 224-5）。

19歳で大村は、 東京女子大学に入学する。 東京女子

大学は、 キリスト教精神に基づくリベラノレ ・ アー ツ ・

カレッジであり、 女性にも男性と並ぶような教養を身

につけさせることがめざされていた。 初代学長は、 米

関で研究し仕事をした優れた社会哲学者である新渡戸

稲造で、あった。 昭洋と東洋の文化的な出会いの鍵とな

る重要人物である新渡戸は、 米国での経験を踏まえ、

西洋の誤解に対抗する英語の著書『武士道』を執筆し

た。 この著書は、 広く読まれ、 大きな影響力を持った

l章参照）。新渡戸の外交的な仕事は匡際的にも認

められており、 後には闇擦連盟の事務次長にも任命さ

れた。 東京女子大学の国際的なアプロ ー チは、 第2代

学長である安井てつにも引き継がれている。 安井てつ

は、 オクスフォ ー ドとケンブリッジで学んだ。 特に女

子教員養成校ケンブリッジ ・ トレー ニング・カレッジ

で、は校長エリザベス ・ ヒユ ースと親密な関係を築き、

日本にも講演に招蒋している（Hirsch and McBeth, 

2004:200 回1）。 ヒユ ースから、 安井は、個々人の悟性が

深く尊重されるような教育へのアブ
。
ロ ー チを学び取っ

たのである。

経済的に決して豊かではなかった大村は大変な熱意

で学業に励み、 「勉強三味 読書三味Jの日々 を過ごし

つつ、 国語教師になろうという決意を盟めていった。

この持 に揺広く読書したことが、 その後の教材研究に

活かされることとなる。 1928 年に大学を卒業すると、

長野県立諏訪高等女学校において教師になった。 諏訪

高等女学校在職時に、 大村は川島の紹介で芦田と出会

い、 時折、 授業を見てもらったり見せてもらったりし

ながらその指導を受けるようになった。このころから、

大村は 「国語筆記粘Jという名の学習記録の指導を始

めた。

1938 年からは、 東京府立第八高等女学校に転任し、

戦時中も精力的に指導を続けた。 当時、 首都は集中的

な砲火を受けていた。 加えて、 ファシズム体制下の自

本においては、 教師が戦争反対論や平和論を語れば弾
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圧されて、 投獄されて処刑されるなどの命の危険すら

あった。 教師たちはお互いを見張り、 不忠の場合には

通告するように強いられていた。 そのような状況の中

で大村自身は、 「何も知らない私は全面的に戦争に参

加しましたJと、 傭人の無力感を伝えている（大村、

1987 : 142-3）。

終戦に際し、 大村は 「ほんとうに気持ちがおかしく

なるくらい呆然としましたjと言う（大村ほか、2003:

138）。 しかし、 f新しい持代のしあわせのために、何か

したいJという思いを胸に、 新制中学の発足と詞特に

自ら希望して東京都江東区深川第一中学校へと転任し

た。 エリート校である高等女学校から中学校への転任

は、極めて異例なことであり、 「あわれむ目や、笑う自

を感じながらj の赴任で、あったと、 大村は援り返って

いる（大村、 1985: 367）。

1945年に終戦を迎えると、 日本は1952年まで米国

の占領下におかれ、 GHQ/CIEの管理下で民主主義 ・ 平

和主義をめざした教育改革が進められた。1946年には

日本悶憲法が、1947年には教育基本法が公布され、 戦

後新教育が始まった。 米国の単線型の教育制度をモデ

ルとして、小学校、新制の中学校 ・ 高等学校という6 ・

3 ・3 制がスタ ートした。このような体制・制度のもと、

民主的な教育の実施に向けた第一歩として、 大村の新

たな単元学習は、 学習課題を設定するにあたって、 生

徒の女子奇心や関心、 現代的な論点に関する気づきを考

慮、に入れるものとなった。 これらの課題を解決するた

めに、 生徒たちは話す、 聞く、 良く、 書くとしづ積極

的な活動の過程に取り組むこととなった。

1947年の中学校創設当時、 まだ教科書もなく、 戦災

地の焼野原にあった深川第一中学校では、100人を一

つの教室で、教えるというような状態で、あった。 コ ンク

リートのかけらやガラスの破片が散乱するような中で、

子どもたちは「ウワンウワンj と騒ぎ、 大村は教室の

摘で立ち尽くした。 切羽詰った大村は、 疎開の荷物の

中から新聞とか雑誌とかを切り抜いて教材になりそう

なものを100 ほど作り、 それに一つ一つ違った部題を

つけて教室に持って行った。 子どもを一人ずつつかま

えては、 その教材を渡していったところ、 やがて子ど

もたちは食いつくように勉強を始めた。 大村は、 子ど

もたちが印、かに伸びたかったかJということに感動

した（大村、1966: 75-6）。 この実践は、 のちに、 大村



はまの国語単元学習の原型となった。

このころ文部省からは 「学習指導要領（試案）J が発

行された。 この学習指導要領は、 米冨の経験主義的な

考え方から強く影響を受けたもので、あった。1948年5

丹、 各都道蔚県から2 人ずつ集めて行われた指導者講

習会(f全 国再教育指導者養成協議会J） に、 大村は参

加する機会を得る（倉沢、1982:531 ）。 講習会の中で、

米関のオズボー ン（Monta L. Osborne) 

いての話をした際、 大村が自身の実践を紹介したとこ

ろ、 オズボー ンが 「あなたがやっているのが単元学習

ですjと答えたというエピソ ー ドが残っている（大村、

1987 : 158 備61 ）。

1950年から1958年にかけて、 関語教育学者の西尾

実の推薦で、 大村は文部省の 「学習指導要領j 作成の

委員会に入る （橋本、 1982: 4 ）。 大村が第八高等女学

校で教えた教え子たち3名を閤尾が東京女子大学で教

え、 その優秀さから大村を幸運にも見出したことがき

っかけであった（大村、1988:213-14; Cf. 

筑壁書房から西尾を中心とした中学校用の

科書が1957年度用から作られるようになった際に、大

村は編集委員として加わり、 「学習指導の研究J （し1わ

ゆる教師用指導参考書） の学習指導案のところ 「学習

指導をどう展開するかj の章を全巻任された。 その中

で、 多くのことを西尾から学んだと言う。 読むこと、

書くこと、 開くこと、 話すことが、 それぞれ切り離さ

れた学習で、あってはならず、 f言語生活の学習j である

べきだとしづ西尾の考えを実現すべく、 大村は工夫を

重ねていった（大村、1982:307-8 ）。 「言語生活j とは、

「其体的な場や状況における、 個人的および社会的な

言語活動の営みj である（桑原、200針。 この用語の根

底には、 教師が悶語の授業を設計する際に学習者の視

点を取り入れることの重要性に関する議論がある。

このようにして、 大村は、 教育方法を洗練させ続け

た。 その後は、 目黒区立第八中学校、 中央霞紅葉川中

学校、 中央区立文海中学校において国語単元学習の模

索を続けた。 1960 年大出藍立高J 11台中学校に転任後、

その実践は円熟期を迎える。1965年以降、 東京教育大

学教授であり国語教青学者の倉沢栄吉とそのもとで学

ぶ内地留学生たちが、 接繁に授業見学に訪れた。 1980

年に74歳で石川台中学校を退職した後は、『大村はま

国語教室』（全日巻・,75IJ巻1、 1982年－1985年） を刊
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行するなど、 多数の出版・講演などの活動を通して後

進の指導にあたった。

国語科単元学習の単元設計一一回自律的で共同的な学奮

の計語、 動機づiすと環境

歴史研究の一つの目的は、 現代の教育実践の改革に

靖報を与え、 願わくば貢献することである。 したがっ

て以下の記述は、 震史的な叙述であると同時に、 進歩

主義的な教青方法におけるその意義と貢献を評｛面する

ことである。 以下、 「自律的で共開的な学習を促進する

ことj、 「 学び方を学ぶことj、 「省察的に学習するこ

とj という3 つの節で、構成する。

単元学習についての洞察は、 大村自身の事例を検討

することによって、 最もよく獲得されるだろう。 ここ

では、 1973年10月から12丹の29 時間をかけて石J 11 

2年生を対象として取り組まれた単光 「私た

ちの生まれた一年間j を検討しよう。 この実践は、『大

村はま器語教室Jの第1巻に所収されている （大村、

1982: 411-76 ）。 同第2巻に所収の国語教育学者・野地

潤家との対談でも、 この単元について言及しており、

大村の実践した単元の中でも成功した事例として位置

づけられていることがうかがわれる （大村、 1983

19-20 ）。

大村の単元学習は、 生徒の関心を注意深く日々観察

することに基づいている。 伝記を材料にした学習をし

ていたある日、 大村は7必人の生徒たちと保護者面談

のことを話していた。 母親と娘（生徒） の話し方が似

ていたという話から、 家庭環境と話し方、 社会環境と

人、 時代の嵐潮と人との関係にまで話が発展した。 こ

こから大村は、 この単元を作る着想、を得た。 かねてよ

り自分が生まれたころの時代状況に関心をもっていた

大村がその話をすると、 生徒たちも口々に、 自分が生

まれたころのことを調べてみたい、と言ったのである。

単元のテ ーマを確立した大村は、 生徒の要点をつか

むカと要約する力を発達させることをめざして、 教材

を準備し始めた。 子どもたちに要点を捉えるカをつけ

る上で、適切な本が見つからなかったため、 資料収集の

手間や費用、 生徒が読むのにかけられる持問も考慮、し

て、 大村は資料を新聞と決めた。 大村は、 曜日などの

偏りがないように朝日新揮の朝刊100 日分を選んだ0

100自分を選んだのは、 割合などを考えやすいためで



ある。 大村は、揺広い社会動向の’情報が載っているf社

会面J、 投書が掲載されている 「声j欄の面、春板コラ

ムである 「天声人語j が掲載されている留の3つを資

料とすることにした。 100詩分の3つの真のコピーを

クリアケースに入れ、 月ごと、 種類ごとに分類して大

型封筒に入れた。

生徒たちは 2～4人で12グループ
。
に分かれ、 それぞ

れのグループ
ρ

が1つの月を担当する。 こうして、 それ

ぞれのグルー プ。は大型封筒を3つずつ持つことになる。

生徒のグルー プ
ρ

は、 速度や正確さ、 要点を把握し要約

する捺の理解の深さといった読む力に基づいて組織さ

れた。

この単元は、 次のような4つの段轄で構成された。

第1段階：導入（1時間）。 この単元は、 生徒たちが

生まれたl 年間に、 「 どのようなことがあったかj

f天声人語Jには、 どのようなことが取り上げ

られているか、どのような考えが出ているかjを調べ、

その結果を考察するレポートを執筆することをめざし

て始まった。大村が単元の活動の概要を説明したのち、

生徒は新聞を受け取って熱心に読み始めた。 生徒たち

は、 まず 「息、を呑むJ というような姿で、あったが、 や

がて 「こんなことが書いてあるJ rこっちにはこんなの

があるj と、 話したくでしょうがないという状態にな

った。

第2設階：グルー プ活動（15詩間）。 大村の指示に

より、 生徒たちはまず 「社会面jから読み取り、 「災害j

f少年の生活 ・ 教育j f体育 ・ スポー ツj f文化 ・ 芸締j

f事件J r庶民の生活jの6種類について要点を捉えて、

色君rJのカ ー ドに記録していった。 その後、 カ ー ドを用

いながら、 グルー プ
。
で、話し合い、 主な事柄を選んだ。

また歴史の本の年表によって、 主な出来事を調べ、 そ

れぞれの月の概観を話し合いによってまとめ、 プリン

トにして飽グルー プ
。
に配った。

続いて、 「声j棟の投書でどういうことが取り上げら

れているか、 どういう考えが出ているかを調べた。 ど

んな投書があったかをリストにしたのち、 教育問題、

冨語問題、環境問題といった12の問題に分類し、 その

丹の概観をまとめた。 そののち、 同様の活動が 「天声

人語j についても行われた。

第3段階：クラス全体での授業（9時間）。大村はf学

習の手びきJ［本単先では 「てびきJと記されているが、
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本稿では引用筒所以外は 「手びきJ の表記で統一する］

を用いて良い発表の仕方を生徒たちに指導し、 各グル
ー プに調べた内答を報告させた。 各自が自分のレポー

ト 「私たちの生まれた一年間J をまとめるための必要

な資料として、 自ら調べた1か月分を提供するととも

に、 11か月分をもらう話し合いである。 それぞれの生

徒が 「私たちの生まれた一年間j について錨人で’情報

をまとめ記述することを期待されていたため、 他の人

の発表を真剣に開き、 要点を自分のカ ー ドに書き取る

こととなった。

第4段階：個人での執筆（4時間）。 話し合いの後、

生徒たちは各自でレポートをまとめて、 学習を締めく

くった。生徒たちは、12か月分の要約を示した用紙と、

「天声人語jと f声J の要点を示したカ ー ドを用いた。

大村は、 レポートを書くことに焦点を合わせた

の手びきJ を用いた。 生徒たちは、 20～ 50寅のレポー

トを書いた。 これは、およそ4,000～10,000語に棺当す

る。

この単元には、 大村はまの単元学習の特徴が読み取

れる（世羅、 2004、 2005）。 ここでは、 そのうちの 3

つについて検討しよう。

第1に、 単元のテ ーマは、 子どもたちの関心を惹き

つけ、 主体性を引き出すようなものが選ばれている。

上述の単元の場合は、 日常の会話の中で、 生徒たちが

強い関心を持って取り組むという見通しのもとで行わ

れた。 また、 それぞれの生徒たちが、 自らのレポート

をまとめるために、 お互いに内容を提供し、 お互いか

ら情報を爵き取るという学習活動となっているため、

生徒たちにとって学習することの必然性が高い状況設

定となっている。『大村はま器語教室』の第1巻に所収

されている単元 「新l年生に石J 11台中学校を紹介するj

の場合は、 さらに真正性の高い状洗設定がなされてい

ることがわかる。

第 2に、 一つの単元の中で、 様々な能力を統合的に

指導することがめざされている。上述の単元の場合は、

f読むことj に関しては報道文や意見文の要点をつか

み要約する、 読んだことを見渡して概括する、 題や見

出しから内容を想像する、 語句を身につける、 f開くこ

と ・ 話すことJ に関しては、 わからないことは気軽に

質問する、 雲間の範屈をはっきりとらえて答える、 開

き手が書きやすいように間を計って発表する、 「書く



ことJに関しては、 多くの資料を使って文章を書く、

話を聞いて発展して考えたことを書く、 といった能力

の育成がめざされた。 ここで注毘しておきたいのは、

大村が、生徒たちにf要点をつかみなさいJ 「抱の人の

発言を注意深く開きなさいjなどと指示するのではな

く、 これらのスキルを用いることが必要な状況に量く

ことによって、 これらのスキノレを発達させていること

である。

第3に単元の中で、 f儒に応じた指導jが巧みに組み

込まれている。 個々の執筆の段階だけでなくグルー プ
。

活動においても、 大村は、 個々の生徒に対して入念な

指導を行った。 この単先においてグルー プ
。
が順に自分

たちの調べたことを発表した際には、 最初の方に発表

するグノレー フ
。
にはうまく発表できるメンバーが属する

よう、大村は予めグルー プ。を組んでいた。これにより、

他のグツレー ブ。は、 上手な発表のイメー ジをつかむこと

ができる。 また、 後の方で発表するグルー プ
ρ

に対して

は、 教師が儒日rJに指導をすることにより、 頗番が患っ

てくるまでには発表の質をあげることができる。 この

ようなグループが単元ごとに組み替えられるのが常で

あった点は、 注目に値するだろう。 このような能力別

のグループ分けによって、 生徒たちは鐙劣の感覚を持

つことなく、 熱心に学習に取り組めたのである。

大村はまた、 単元学習を成立させるために、 様々な

指導方法を開発した。ここでは、 「学習の手びきjと 「学

習記録Jの指導に焦点を合わせよう。

「学習の平びきJの指導一－独立した岳律的な学習者

としての r学び方を学ぶj

「学習の手びきjは、 子どもたちに学習のための手

績を助言するものとして機能する。 大村自身は、 「生徒

の学習を文字通り手を引くようなつもりで、 学習をす

ることばjだと述べている（大村、 1986 : 115-16）。 た

とえば先に紹介した単先 「私たちの生まれた一年陪j

で、グノレー ブ。で、の話し合いが的確に進められた背後には、

生徒たちに対して話し合いの指導を積み重ねてきたこ

とがあった。

表 9回 1は、中学校l年生 4月に行う単元f学習準備j

の中で用いられた 「学習の手びきjの一例である。 指

導にあたっては、 教師が手びきを読み上げながら、 注

意点や、 その言葉をそこで言う意味などを説明してい
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く。 表 9-1の手びきの例では、 「これから何について話

し合うか言うj、 日司会は〕出ている考えをまとめて、

問題を出し直すjといったポイントが、 具体的な例と

ともに説明されている（大村、 1986 : 130-4 1)。 こうい

った指導により、 生徒たちは、 自分たちがこれから進

める話し合いの具体的なイメー ジを記握することがで

きたのである。

大村の授業を参観した国語教育学者・橋本暢夫は、

「 大村教案では、 先生の適切なあいづちによって、 話

し手の生徒が、 明るく、 いきいきと話すようになり、

工夫された＜てびき＞をともに読み、 練習させられる

ことによって、 発表者のひとりひとりが、 ＜関＞のと

りかたを会得していく。 先生の指示や在意によって学

習者が動くのではなしリと評している（橋本、1982:4）。

世羅博昭は、 大村の 「学習の手びきJを 次のように

分類している（次の笛条書きは、 世羅、 2004 : 171 に

基づき作成）。

I 提示方法

I-1. f書きことばjによるもの

I-2. 「言苦しことばjによるもの

I-3. 教師が身をもって示すもの

I-4 . 授業展開の仕方によるもの一一授業の進め

方によって提供される

II 機能

II-1. 言語能力を高める

II-2.認識の深化 ・ 拡充を図る（心を耕す）

II-3. 自記学習力の育成を密る（方法を学ばせ

る）

表9ぺ の併は、 台本裂の手びきがプリントの形で配

付された（Iぺ）。 しかし、 大村が口頭で示すだけの手

びきもあった（I-2）。 「教師が身をもって示す手引きj

(I-3） とは、 たとえば話し合いの場臣で、 教師が優れ

た生徒の姿を実演して見せる例を指す。 「授業展開の

仕方による手引きJ (I-4） とは、 前の段階で学習した

ことが、 後の段階の学習の手びきとなるような授業展

開を意味している。 たとえば、 教師が朗読の仕方を示

す fモデノレ学習jをしておいて、 学習者にそれを応用

した学習をさせるような例がそれにあたる。

機能については、 表 9-1の例は、 生徒たちの雷語能

力を高め（II-1）、話し合いの方法を学ばせる（立ーのた

めの手びきと言えよう。 「認識の深化・拡充を図るため



の手引き（＝心を耕す ための手引き ） J （払2） というの
は、子ど もたちの 発想を豊かに させるよう な手びき で

ある。 た とえ ば、生徒たちが自分の 読んだ本を紹介す
る場聞で は、 聞き手の 子どもたち にf 何かいろいろ 考

えた こ とを書いて おきなさ い J など と 指示して も、 子
ど もたちの筆 は止 まって しま うだろ う 。 それ に 対し、

なので す が、この島あ て に
合って います かJ といった

手びきが与え られている（大村 、 1986 : 117-18）。 生徒
たち は、この よう な手びきを読

む
こ とに よって 、何 も

書 く こ とが浮かば ない状態から税す る こ とが できたの
であ る。

「そうそう、一一ーの と ころ 、 そう だ
、
った と 思 う J、「 一

ーの と ころ、そうかな？ もう一度読ん で、考えて み
るがj 、 「 この本 に は、一一ーが 書いて あるかな、と想像
したj、「いま、発表を聞いて 一ーと 思 う J、r－ーに つ
いて も 書かれています かJ、fわたしの臣あて は、一一一

この ように 大村は まの 「学習の手びきj は 、 生徒た
ち に 学習の上手 な進め方の例をそデノレとして示す もの
で、

あ った。 「手びきj の中で示される言葉は、教師であ

る大村自身が学習をして いる際に 頭の中 に 浮かぶ言葉
を書き な ら べたり、また 教室 に いる 生徒たちを思い浮
かべ つ つ、f誰さ ん な らど うかなj と 考えていったりし
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表9-1.r学習の手びきJの例
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たもので、あった（大村、1986）。 このようなモデルを示

す指導のあり方の原型は、 既に諏訪高等女学校の時代

に見出すことができる。生徒たちの作文を指導する際、

たとえば江戸｜を見ながら〕私はぼん やりしているとj

と書いてあることに対し、 「もう少し詳しく気持ちを

書くといしリと添削するのではなく、 「静かに、 ふしぎ

な程滑らかに流れてゆく。 見ていると、 心が静まって

くる。 懐かしいような、 やわらかな心になってくる。j

と赤で書き添えるといった指導がなされていた（大村、

1985）。

f学習記録」の指導…－ r省察的な学習者jを嘗てる

串己評価

大村はまの指導においては、 また f学習記録jが重

祝されていた。 これは、 吾々の授業の中で、 罫紙に記

録を残していくものである。それぞれの単元では、 「そ

の単元に入るときの心持j f単光の目標J r学習計癌・

日程J r日々の学習記録jが記録される。 また、

の手びきjや隠語教室通信などの資料類も蓄積される。

学期の締めくくりには、 f 表紙j f目次j f あとがきj

「奥付jなどを付けて、冊子として編集される（大村、

1984 : 58-69 ）。

大村は、学習記録とノ ー トとの違いを説明する際に、

「学習記録は、 これ自身が学習であり、 学習に伴なう

のでなく、 学習そのものであると思います。 学んだこ

とを忘れないように、 でなく、 学んだことについて、

学ばなかったことも考えるために書くのだと患います。

学んだことを理解するにとどまらず、 先へ歩みを進め

る、 少し、 おおげさなことばを使えば、 創造に向かっ

ていくものと思いますjと述べている（大村、 1984:

75）。 また、 そのl番のねらいは、 f書くことの基本的

なカを養うことj、 「筆不精をなくすことjであること

を指捕するとともに、 子どもにとって 「見てもらって

いるという安らぎがあると思うj、 f指導者としては、

子どもの学習に肉薄するような実感がありますjと述

べている（大村、 1984）。

中学校1年生の最初には、 学習記録の基本的な方法

に触れ、 戸惑いなく書く習’讃を身につけさせることを

目指した指導が行われる。1964年度の最初に実践され

た単元 「あいさつjの最初の授業で大村は、 自己紹介

の目的と注意点を説明したのち、 大村自身が自己紹介

7 

をして見せて内容の要点と感想、を書かせている。また、

「自己紹介にはどんな事を話したらよいかjを列記し

たあと、 「自分の自己紹介を書いてみるjという街題が

出された。

この授業の冒頭で、 大村は学習記録の書き方につい

て縮かい説明をした上で書かせている。 テ ー プ起こし

された記録によれば、それは次のようなもので、あった。

fでは、 まず上の欄の外、 ここよ、 ここに（（1）と板

書する ） こういうふうにかっこして1と書いて。 ／こ

の時間は、 一年の、 国語の時間の一時間めですから、

こういうふうに書いておくのです。 あした、 あしたも

国語の時間ありますね、 あしたはこれが2になるの。

国語の二時詞め。 一学期のおしまいころには、50時間

くらいになりますよ。秋の半ばには1 00時間になって、

皆さんの先輩は、 よく1 00時間自のお祝いなんかしま

した。 150時間、 160待問となってくると、 そろそろ2

年生になるころです。 ／これから毎時間きちんと、 こ

の時間を書くのです。 私も、 いつもここに書きます。

／この撰はわかるでしょう、 日付です。 今日は4月8

日。 ／接線を入れて、 下の欄を作りましょう。 下から

5センチのところ。1 ばん外の罫に、 1 センチの印がつ

いているでしょう、 ポチ、 ポチと。 l、 2、 3、 4、 So 5 

のポチと5のポチとをつないで、下の摘を作りなさしリ

（大村、 1984: 114）。

おそらくは中学校に入学して初めての関語の授業に

不安も感じていたであろう生徒たちが、 戸惑いなく学

習記録を始められるよう、 懇窃丁寧に学習記録の書き

方を説明した様子がうかがわれる。 また、 これから学

習が永らく続くことを楽しみにさせるような言葉がけ

がされている。 なお、 大村の学習記録においては、 日

本語の伝統的な書き方に則り、 縦書きの罫紙が用いら

れている。 横線を入れて下の欄を作るのは、 そこに連

絡、 宿題、 次の時間の予定などといった覚書を書くた

めである。

このような学習記録を見て、 大村は、 日々、 生徒た

ちの実態を把握していた。 たとえば、 この授業で書か

れた生徒たちの記録を見比べ、 教師が 「知り合うjと

発言したものを 「知るjと不正確に書いている生徒に

ついて言及している。 生徒たちが正確に開き取る力を

身につけているかを、 日常の指導の中で轍密に捉え、

評価する大村の姿がうかがわれる。 大村が、 先のよう



な単元学習を構想しえた根底には、 学習記録を通して

生徒たちの関心や実力を的確に把握していたことが大

きいと言えるだろう。

おわりに

最後に、 本章と本書全体での中心的な議論となる2

つの点を強調しておこう。 第lに、 進歩主義的な単元

学習は現在でも適切であり、 応用され続けている。 第

2 に、 教育革新の卓越した担い手であり、 女性の教育

改革者である大村の個性からこの方法が生み出された

ことは、 戦後の日本の民主的な発展と軌をーにするも

のであり、 富の政府というレベノレにおいても承認を得

るほど十分なカを持ったもので、あった。

生徒たちにとって魅力的な学習の機会を提供し、 一

人一人の生徒が著実に関諾の学力を身につけることが

できるような匝語科の授業を実現した彼女の功績は、

今なお輝きを放っている。 大村の指導方略は、 米関の

進歩主義に由来するものではなく、 独自に考案された

ものであった。 それらは、 グルー プで共同する、

を確実に成功させるためにクラス全体で共有するとい

った、 より幅広い進歩主義的動向に対応するものであ

る。 大村は、 生徒自身が書いた記録を通して、 生徒の

自己評備と省察的な学習を促進した。 生徒たちが良さ

を認め、 まねるためのスタンダー ドとして、 指導にお

いては模範を示した。 こうした指導方法を戦後間もな

く編み出していった大村の先進性には、 告を見張らさ

れる。 大村が芦田を模範として指導者としての高みを

目指したように、 大村を模範として実践を改善しよう

とする教師たちが、 現在もなお日本全国に存在してい

る。 彼らは、 生徒たちゃ 「学習の記録jを注意深く観

察し、 単元学習のための課題を開発し、 自分のf学習

の手びきJを活用している。 大村の方略は、 国語の授

業のみならず、 「総合的な学習の時間jにおけるポー ト

ブオリオ評価法にも活用されている（宮本ほか、2004）。

大村の優れた実践の背景には、 大村富身がたゆまぬ

研鐘を積んできたことがあった。 戦後の指導者講習会

でのオズボーンの講義を 「速記者の原稿でもあろうか

と思われるほど丹念に精密にJ書き取った英語と日本

語のノ ー トが残されている（倉沢、 1982: 531。同p.532

には、 実際のノ ー トの写真が掲載されている）。講義中

に取ったメモをもとに、 婦宅してから大村が書き起こ
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した美しい文字のノ ー トからは、 「新鮮さへのあこが

れ、 是非知らなければならないものへの執念jが伝わ

ってくる （向上）。

単元設計に際しては、 熱心な教材 研究が行われた。

単元 「私の生まれた一年間jのために、 大村が新聞の

コピーを準備した姿には圧倒される。 他の単元では、

大村が一人一人に用意した本が教材として使われる例

もあった。 後に鳴門教育大学に寄贈された 「大村はま

文庫Jには、 大村の指導記録 ・指導資料類約500 点、

大村が実践・研究のために収集した文献6300冊が所蔵

されている。

さらに、 大村の授業で大村が語る言葉や話は、 「そ

のまま教材であり、 指導そのものになっているJと評

されている （橋本、 1982: 4）。 その背後には、 話し言

葉の本を読む、 熱心な人々の集まりに参加する、 新聞

の社説の朗読を練習する、 良い講演などを開いて耳を

養う、 授業をテー プに録音し開き返す、 子どもにどの

ように需かれていたかを振り返る、 といった数々の努

力があった（同上）。自らが、厳しい言語生活者であろ

うとした姿勢がうかがわれる。

授業見学に訪れた内地留学生が、 大村が生徒たちに

識かく接する様子に驚いたと伝えたところ、大村は「こ

どもを非常に尊敬しているものですから。 何か言って

も書いてもらっても、 とても及ばないでしょう。 いろ

いろないいことを出すでしょう。 ですから、 自分の方

が偉いなんて夢にも考えられないんですよJと語った

という （萩原、 1982: 6）。 大村の死後、 授業における

理想、を伝えようとした詩が残されていた。それは、 「優

か劣か／自分はいわゆるできる子なのか／できない子

なのか、 ／そんなことを／教師も子どもも／しばし忘

れ学びひたり／教えひたっているJような授業で、あっ

た （苅谷、 2012）。 そのような 「優劣のかなたJにある

授業を実現しえた根底には、 大村の人間尊重の精神が

あったと言言えるだろう。

注

1 大村は 98歳の時に他界しており、 この年齢は113暦

に基づいている。
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